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各務原市高齢福祉課長 
 

軽度者に係る指定福祉用具貸与の取り扱いの改正について 

 
 日頃より、介護保険行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 
 さて、軽度者に係る指定福祉用具貸与の取り扱いについては、国及び本市の基準等によ

り適切に取り扱われていることと存じますが、この度、本市の取り扱いについて一部改正

し、平成２２年１２月２２日から適用することとしましたので、ご周知いただくとともに

適切なケアマネジメントを行ったうえで、確実な手続きをとっていただきますようお願い

いたします。 
 なお、改正前の基準において、既に福祉用具を貸与されている方につきましては、市が

貸与の有効期間を明記のうえ承認しておりますが、この有効期間にかかわらず、改正後の

基準を適用することといたします。 
 

記 
 
主な改正点 

 改正前 改正後 

１ 
要介護１の者について、サービス担当者会

議等に地域包括支援センターの職員を含

める。 

要介護１の者について、サービス担当者会

議等に地域包括支援センターの職員の出

席を必須要件としない。 

２ 

「厚生労働大臣が定める者（厚生省告示第

23 号）第 21 号のイのア「車いす及び車い

す付属品」の（二）「日常生活範囲におけ

る移動の支援が特に必要と認められる者」

又は、オ「移動用リフト」の（三）「生活

環境において段差の解消が必要と認めら

れる者」に該当する者である。」で判断し

た者について、 
１．市への確認方法 
 「必要書類を提出し承認を得る」 
２．提出書類 
「サービス担当者会議の要点、情報提供

資料（1 次判定、特記事項、主治医意見

１．市への確認方法 
「必要書類を提出し報告する」 
２．提出書類 
「サービス担当者会議の要点」 
３．見直しの頻度 
「必要に応じて随時行う」 
 



書）、利用票・別表、レンタル用品パン

フレットの写し」 
３．見直しの頻度について 
 「少なくとも 6 月に 1 回」 

３ 

「次のⅰ）からⅲ）までのいずれかに該当

する可能性がある者である。 
ⅰ）疾病その他の原因により，状態が変動

しやすく，日によって又は時間帯によ

って，頻繁に第 23 号告示第 21号のイ

に該当する者 

（例 パーキンソン病の治療薬による

ＯＮ・ＯＦＦ現象） 

ⅱ）疾病その他の原因により，状態が急速

に悪化し，短期間のうちに第 23 号告

示第 21 号のイに該当するに至ること

が確実に見込まれる者 

（例 がん末期の急速な状態悪化） 

ⅲ）疾病その他の原因により，身体への重

大な危険性又は症状の重篤化の回避

等医学的判断から第 23号告示第 21号

のイに該当すると判断できる者 

 （例 ぜんそく発作等による呼吸不全、

心疾患による心不全、嚥下障害による

誤嚥性肺炎の回避）」 

上記で判断した者について、 
見直しの頻度 
 「少なくとも 6 月に 1 回」 

以下の点について、いずれかの変更があっ

た場合 
・ⅰ）からⅲ）までの医学的な所見に変更

が生じたとき 
・貸与する福祉用具の追加・変更が生じた

とき 
・当該被保険者が更新認定・区分変更認定

を受けたとき 
 
※ 提出書類に変更はありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 

担当 各務原市高齢福祉課介護給付係 
電話 058-383-1778 



指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（訪問通所サービス及び居宅療

養管理指導に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準の

制定に伴う実施上の留意事項について 

～ 抄 ～ 

平成 12 年 3 月 1 日老企第３６号   

厚生省老人保健福祉局企画課長通知  

（最終改正 平成 21 年 4 月 21 日） 

 

(2)要 介 護 一 の 者 に 係 る 指 定 福 祉 用 具 貸 与 費  

① 算 定 の 可 否 の 判 断 基 準  

  要 介 護 一 の 者 (以 下 (2)に お い て 「 軽 度 者 」 と い う 。 )に 係 る 指 定 福 祉 用 具 貸

与 費 に つ い て は 、 そ の 状 態 像 か ら 見 て 使 用 が 想 定 し に く い 「 車 い す 」、「 車 い

す 付 属 品 」、「 特 殊 寝 台 」、「 特 殊 寝 台 付 属 品 」、「 床 ず れ 防 止 用 具 」、「 体 位 変 換

器 」、「 認 知 症 老 人 徘 徊 感 知 機 器 」及 び「 移 動 用 リ フ ト (つ り 具 の 部 分 を 除 く 。)」

(以 下「 対 象 外 種 目 」と い う 。)に 対 し て は 、原 則 と し て 算 定 で き な い 。し か し

な が ら 第 二 十 三 号 告 示 第 二 十 一 号 の イ で 定 め る 状 態 像 に 該 当 す る 者 に つ い て

は 、 軽 度 者 で あ っ て も 、 そ の 状 態 像 に 応 じ て 利 用 が 想 定 さ れ る 対 象 外 種 目 に

つ い て 指 定 福 祉 用 具 貸 与 費 の 算 定 が 可 能 で あ り 、 そ の 判 断 に つ い て は 、 次 の

と お り と す る 。  

 ア  原 則 と し て 次 の 表 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 「 要 介 護 認 定 等 基 準 時 間 の 推

計 の 方 法 」(平 成 十 一 年 厚 生 省 告 示 第 九 十 一 号 )別 表 第 一 の 調 査 票 の う ち 基 本

調 査 の 直 近 の 結 果 (以 下 単 に「 基 本 調 査 の 結 果 」と い う 。)を 用 い 、そ の 要 否

を 判 断 す る も の と す る 。  

 イ  た だ し 、ア の (二 )「 日 常 生 活 範 囲 に お け る 移 動 の 支 援 が 特 に 必 要 と 認 め ら

れ る 者 」及 び オ の (三 )「 生 活 環 境 に お い て 段 差 の 解 消 が 必 要 と 認 め ら れ る 者 」

に つ い て は 、 該 当 す る 基 本 調 査 結 果 が な い た め 、 主 治 の 医 師 か ら 得 た 情 報

及 び 福 祉 用 具 専 門 相 談 員 の ほ か 軽 度 者 の 状 態 像 に つ い て 適 切 な 助 言 が 可 能

な 者 が 参 加 す る サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 等 を 通 じ た 適 切 な ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に

よ り 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 が 判 断 す る こ と と な る 。 な お 、 こ の 判 断 の 見

直 し に つ い て は 、 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 に 記 載 さ れ た 必 要 な 理 由 を 見 直 す 頻 度

(必 要 に 応 じ て 随 時 )で 行 う こ と と す る 。  

 ウ  ま た 、 ア に か か わ ら ず 、 次 の i)か ら ii i)ま で の い ず れ か に 該 当 す る 旨 が 医

師 の 医 学 的 な 所 見 に 基 づ き 判 断 さ れ 、 か つ 、 サ ー ビ ス 担 当 者 会 議 等 を 通 じ

た 適 切 な ケ ア マ ネ ジ メ ン ト に よ り 福 祉 用 具 貸 与 が 特 に 必 要 で あ る 旨 が 判 断

さ れ て い る 場 合 に あ っ て は 、 こ れ ら に つ い て 、 市 町 村 が 書 面 等 確 実 な 方 法

に よ り 確 認 す る こ と に よ り 、 そ の 要 否 を 判 断 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合

に お い て 、 当 該 医 師 の 医 学 的 な 所 見 に つ い て は 、 主 治 医 意 見 書 に よ る 確 認

の ほ か 、 医 師 の 診 断 書 又 は 担 当 の 介 護 支 援 専 門 員 が 聴 取 し た 居 宅 サ ー ビ ス

計 画 に 記 載 す る 医 師 の 所 見 に よ り 確 認 す る 方 法 で も 差 し 支 え な い 。  

  i) 疾 病 そ の 他 の 原 因 に よ り 、状 態 が 変 動 し や す く 、日 に よ っ て 又 は 時 間 帯

に よ っ て 、 頻 繁 に 第 二 十 三 号 告 示 第 二 十 一 号 の イ に 該 当 す る 者  



    (例  パ ー キ ン ソ ン 病 の 治 療 薬 に よ る ON・ OFF 現 象 ) 

ⅱ ) 疾 病 そ の 他 の 原 因 に よ り 、 状 態 が 急 速 に 悪 化 し 、 短 期 間 の う ち に 第 二

十 三 号 告 示 第 二 十 一 号 の イ に 該 当 す る こ と が 確 実 に 見 込 ま れ る 者  

    (例  が ん 末 期 の 急 速 な 状 態 悪 化 ) 

  i i i )疾 病 そ の 他 の 原 因 に よ り 、 身 体 へ の 重 大 な 危 険 性 又 は 症 状 の 重 篤 化 の 回

避 等 医 学 的 判 断 か ら 第 二 十 三 号 告 示 第 二 十 一 号 の イ に 該 当 す る と 判 断

で き る 者  

    (例  ぜ ん そ く 発 作 等 に よ る 呼 吸 不 全 、 心 疾 患 に よ る 心 不 全 、 嚥 下 障 害

に よ る 誤 嚥 性 肺 炎 の 回 避 ) 

   注  括 弧 内 の 状 態 は 、 あ く ま で も i)～ ii i)の 状 態 の 者 に 該 当 す る 可 能 性 の

あ る も の を 例 示 し た に す ぎ な い 。 ま た 、 逆 に 括 弧 内 の 状 態 以 外 の 者 で

あ っ て も 、 i)～ ii i)の 状 態 で あ る と 判 断 さ れ る 場 合 も あ り う る 。  

② 基 本 調 査 結 果 に よ る 判 断 の 方 法  

  指 定 福 祉 用 具 貸 与 事 業 者 は 、 軽 度 者 に 対 し て 、 対 象 外 種 目 に 係 る 指 定 福 祉

用 具 貸 与 費 を 算 定 す る 場 合 に は 、 ① の 表 に 従 い 、「 厚 生 労 働 大 臣 が 定 め る 者 」

の イ へ の 該 当 性 を 判 断 す る た め の 基 本 調 査 の 結 果 の 確 認 に つ い て は 、 次 に 定

め る 方 法 に よ る 。 な お 、 当 該 確 認 に 用 い た 文 書 等 に つ い て は 、 サ ー ビ ス 記 録

と 併 せ て 保 存 し な け れ ば な ら な い 。  

 ア 当 該 軽 度 者 の 担 当 で あ る 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 か ら 当 該 軽 度 者 の 「 要 介

護 認 定 等 基 準 時 間 の 推 計 の 方 法 」 別 表 第 一 の 認 定 調 査 票 に つ い て 必 要 な 部

分 (実 施 日 時 、 調 査 対 象 者 等 の 時 点 の 確 認 及 び 本 人 確 認 が で き る 部 分 並 び に

基 本 調 査 の 回 答 で 当 該 軽 度 者 の 状 態 像 の 確 認 が 必 要 な 部 分 )の 写 し (以 下「 調

査 票 の 写 し 」と い う 。)の 内 容 が 確 認 で き る 文 書 を 入 手 す る こ と に よ る こ と 。  

 イ 当 該 軽 度 者 に 担 当 の 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 が い な い 場 合 に あ っ て は 、 当

該 軽 度 者 の 調 査 票 の 写 し を 本 人 に 情 報 開 示 さ せ 、 そ れ を 入 手 す る こ と 。  

 
 


